
医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅から無料シャトルバス

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

11月26日（火）13：00～14:00日 時

会 場 さがみ野中央病院 １階 リハビリテーション室
講 

師

さがみ野中央病院
薬剤科

田中 恵利 薬剤師

季節性インフルエンザの予防対策について
　毎年流行する「インフルエンザ」。今シー
ズンの予防接種はもうおすみですか？今回
は、インフルエンザワクチンについて、よく聞
かれる質問内容を中心に、インフルエンザ
についてお話します。ウイルスは年々複雑
になってきているので、講座で学び、予防
対策にお役立てください。

毎月開催 次回は１２月下旬に開催（予定）
決まり次第、ホームページ等に掲載 

～インフルエンザワクチン
　　　　　　 を中心に～

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
大和成和病院
☎046-278-3911（代表）
神奈川県大和市南林間9-8-2

南林間駅･鶴間駅から無料シャトルバス

11月27日（水）14：00～15：30

胸が苦しいな？と思ったら！？ ～大動脈弁治療の最前線～

講 

師

大和成和病院
心臓血管外科

関 宏 医師

日 時

会 場 大和成和病院 1階 ロビー

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅
鶴
間

大和成和
病院

50
小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

十一条
通り

　これからの寒い季節に、「胸が苦しい…」
などとうったえる方が増えてきます。胸痛の
症状に対する治療について、実際に当院
の心臓手術でメスを握っている関医師
が、分かりやすく解説いたします。是非ご
参加を！

毎月開催
12月１８日（水）14：00～15：30

 心臓血管外科の医師講
師
講
師

次回は…

※当日、タイトルを変更する場合もございます。

　
「
は
い
。『
急
性
大
動
脈
解
離
』

や
『
大
動
脈
瘤
破
裂
』
の
発
症
は
、

〈
５
～
６
月
〉〈
10
月
〉〈
12
～
２
月
〉

と
い
う
３
つ
の
大
き
な
ピ
ー
ク
に

加
え
て
、
日
中
の
温
度
差
が
激
し

い
〈
晩
春
〉
と
〈
秋
～
冬
〉
に
か

け
て
、
多
く
の
発
症
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
気
温
変
化
が
こ
れ

ら
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
な
る
ほ
ど
。
で
は
寒
い

時
期
に
は
、
大
動
脈
の
病
気
に
気

を
つ
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
「
寒
い
屋
外
で
は
、
頚
部
（
首
）

や
手
足
を
保
温
す
る
た
め
の
マ
フ

ラ
ー
・
手
袋
な
ど
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
冷
気
を
直
接
、
気
道
に

吸
入
し
な
い
よ
う
に
、
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
こ
と
な
ど
の
工
夫
も
よ

い
と
思
い
ま
す
」。

で
、
血
圧
が
上
が
る
の
で
す
」

　
︱
︱
︱
そ
れ
は
一
方
で
、
体
に

負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
「
そ
の
通
り
で
す
。
当
然
、
大

動
脈
の
壁
の
ス
ト
レ
ス
が
上
が
る

こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
２
０
０

６
年
に
開
催
さ
れ
た
日
本
血
管
外

科
学
会（
総
会
）で
の
報
告
に
、『
急

性
発
症
の
大
動
脈
瘤
と
季
節
変

動
・
気
温
の
変
化
と
の
関
係
』
に

つ
い
て
の
内
容
が
あ
り
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
そ
の
病
気
と
季
節
・
気

候
の
関
係
に
つ
い
て
、
簡
単
に
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
︱
︱
︱
寒
く
な
る
と
、
血
圧
が

上
が
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　
（
倉
田
院
長
・
以
下
、
同
）「
冷

気
に
よ
る
皮
膚
温
の
低
下
や
、
吸

気
温
の
低
下
は
、
人
間
の
体
に
備

わ
っ
て
い
る
『
交
感
神
経
』
の
緊

張
を
招
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

人
間
の
体
は
、
体
温
を
保
持
し
よ

う
と
し
て
、
骨
格
筋
の
血
流
を
増

や
し
、
心
拍
出
量
を
多
く
す
る
の

　

心
臓
や
血
流
に
関
す
る
疾
患
を
専
門
的
に
扱
っ
て

い
る
大
和
成
和
病
院
の
倉
田
院
長
に
、
冬
に
気
を
つ

け
る
べ
き
体
調
管
理
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

が
強
か
っ
た
方
ほ
ど
、
除
菌
後
の

胃
が
ん
発
症
率
は
高
く
、
軽
度
で

は
０
．
04
％
、
中
程
度
で
は
０
．

２
％
、
高
度
で
は
０
．６
％
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

除
菌
後
に
発
症
し
た
胃
が
ん
の

胃
粘
膜
に
は
、
表
層
部
に
特
殊
な

病
理
組
織
変
化
を
と
も
な
っ
て
内

視
鏡
的
診
断
が
難
し
い
病
変
は
、

４
割
程
度
も
存
在
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

除
菌
後
の
胃
が
ん
は
、
ゆ
っ
く

り
進
行
し
て
い
く
こ
と
も
あ
れ

ば
、
急
速
な
進
行
も
あ
り
、
除
菌

後
１
年
半
で
進
行
ス
キ
ル
ス
胃
が

ん
が
発
見
さ
れ
た
症
例
も
あ
り
ま

す
。
年
１
回
の
内
視
鏡
検
査
は
早

期
発
見・治
療
に
有
効
で
す
の
で
、

強
く
お
す
す
め
し
た
い
で
す
」。

瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
、
早
期
胃
が

ん
の
内
視
鏡
治
療
後
に
限
ら
ず
、

健
康
保
険
で
除
菌
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
の

軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者

は
、
未
感
染
者
の
約
１
５
０
倍
も

胃
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
と
い
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
除
菌
治
療
で

１
／
３
に
も
低
下
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
感
染
歴
の
あ
る
人
は

除
菌
後
で
も
、
胃
が
ん
の
発
症
率

は
未
感
染
者
の
約
50
倍
に
も
な
り

ま
す
。
除
菌
時
に『
萎
縮
性
胃
炎
』

　
（
反
町
医
師
）「
２
０
１
３
年
の

改
定
で
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
感
染
胃
炎
に
対
す
る
除
菌
療

法
が
保
険
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
胃
潰

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
（
海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20

☎︎
０
４
６
・
２
３
３
・
５
１
１
０
）
の
反
町
医
師
に
よ
る
内
視

鏡
検
査
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

大和成和病院 ☎046-278-3911
不整脈専門外来 【毎週水曜日午後】

高周波
発生装置

通電用の
対極板

カ
テ
ー
テ
ル

（異常箇所）

カ
テ
ー
テ
ル

高周波高周波

カテーテルの先端

カテーテル治療
「カテーテルアブレーション」

カテーテル治療
「カテーテルアブレーション」

　

ど
こ
を
治
療
す
べ
き
か
が
判
断

で
き
た
ら
、
治
療
用
カ
テ
ー
テ
ル

を
該
当
部
位
の
組
織
に
進
め
、
高

周
波
に
よ
っ
て
原
因
と
な
っ
て
い

る
異
常
箇
所
を
消
失
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
治
療
に
は
、
１
時
間
～
数

時
間
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
不
整
脈
の
種
類
や
状
態
に

よ
っ
て
、
か
か
る
時
間
は
異
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
治
療
器
具
の
進

歩
に
よ
っ
て
、
年
々
、
改
善
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

大
和
成
和
病
院
の
専
門
外
来

　

心
臓
や
血
管
の
病
気
を
専
門
的

に
扱
っ
て
い
る
神
奈
川
県
大
和
市

に
あ
る
「
大
和
成
和
病
院
」
で
は
、

不
整
脈
の
専
門
医
が
お
り
、「
不

整
脈
専
門
外
来
」
を
毎
週
水
曜
日

午
後
に
開
設
し
て
、
カ
テ
ー
テ
ル

ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
不
整
脈
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
心
臓
の
不
安
は
、
大
和
成
和

病
院
で
一
度
、
ご
相
談
を
。

す
。
治
療
に
よ
っ
て
、
心
臓
に
正

常
な
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

治
療
方
法
と
時
間

　

足
の
つ
け
根
や
鎖
骨
下
の
静
脈

か
ら
、
長
い
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入

し
、
血
管
を
通
し
て
心
臓
の
中
へ

進
め
ま
す
。
複
数
の
カ
テ
ー
テ
ル

を
心
臓
内
に
進
め
て
、
不
整
脈
を

起
こ
し
て
い
る
心
臓
に
お
い
て
、

電
気
の
流
れ
な
ど
を
分
析
し
、
原

因
を
突
き
止
め
ま
す
。

は
、
不
整
脈
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
心
臓
の
内
部
に
、
径
２
～
３
㎜

の
細
長
い
管
（
カ
テ
ー
テ
ル
）
を

入
れ
て
焼
灼
を
行
な
う
も
の
で

異
常
部
分
を
焼
灼
す
る

　

不
整
脈
の
治
療
法
の
一
つ
「
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と

　

心
臓
の
病
気
で
あ
る
狭
心
症
や
弁
膜
症
に
よ
っ
て
、
二
次
的
に
「
不
整
脈
」
が

出
現
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
近
年
で
は
、
高
齢
化
や
生
活
習
慣
の
悪
化

に
よ
っ
て
「
不
整
脈
」
を
発
症
す
る
人
も
多
く
、
循
環
器
専
門
の
大
和
成
和
病
院

で
は
、「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
治
療
法
を
採
り
入
れ
て
い
ま
す
。

が
、
脳
血
管
で
詰
ま
っ
た
結
果
、

脳
梗
塞
を
発
症
す
る
の
で
す
。

原
因
と
予
防
策

　

不
整
脈
の
一
つ
で
あ
る
心
房
細

動
の
発
症
リ
ス
ク
に
、
中
高
年
／

心
臓
病
（
を
抱
え
て
い
る
）
／
飲

酒
習
慣
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

不
整
脈
自
体
、
わ
か
り
や
す
い

症
状
が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
自

覚
症
状
が
な
い
ま
ま
心
房
細
動
に

移
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
か
な
り

多
い
よ
う
で
す
。
当
然
、
自
覚
し

な
い
で
い
る
の
で
、
不
調
を
う
っ

た
え
て
病
院
を
受
診
し
た
時
に

は
、
病
期
が
進
行
し
て
し
ま
っ
て

い
て
、
治
療
に
抵
抗
性
を
示
す
症

例
が
多
い
と
い
う
現
状
で
す
。

　

不
整
脈
を
早
期
発
見
す
る
た
め

に
は
、
①
定
期
的
な
健
康
診
断
の

受
診
と
、
②
自
分
の
脈
の
状
態
を

把
握
し
て
い
る
こ
と
（
定
期
的
な

脈
拍
測
定
）
が
重
要
で
す
。
日
頃

の
状
態
を
知
っ
て
い
て
こ
そ
、“
異

常
の
サ
イ
ン
”が
わ
か
る
の
で
す
。

脈
」
と
聞
い
て
も
、
そ
こ
ま
で
身

構
え
る
こ
と
は
な
い
病
気
と
思
い

が
ち
で
す
が
、「
脳
梗
塞
」
と
い

う
脳
の
血
流
障
害
の
病
気
に
対
し

て
は
、
後
遺
症
や
寝
た
き
り
を
心

配
し
た
り
、
生
命
の
危
機
を
抱
く

人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

不
整
脈
の
中
で
も
、
特
に
脳
梗

塞
が
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
頻
脈
の

中
の
「
心
房
細
動
」
と
い
う
種
類

で
す
。
現
役
で
活
躍
し
て
い
た
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
突
然
、
発
症
し
た

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
不
整
脈

の
一
つ
で
す
。
心
臓
由
来
の
血
栓

脳
梗
塞
と
の
関
係

　

不
整
脈
は
、
心
臓
の
病
気
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
脳
の
病
気
の

「
脳
梗
塞
」
と
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
は
、「
不
整

　

心
臓
の
リ
ズ
ム
異
常
の
病
気
で

あ
る
「
不
整
脈
」。
心
臓
の
拍
動

が
乱
れ
て
、
脈
が
速
く
な
る
〈
頻

脈
〉
や
、逆
に
遅
く
な
る
〈
徐
脈
〉、

脈
が
飛
ぶ
〈
期
外
収
縮
〉
に
分
類

さ
れ
ま
す
。 　

心
臓
の
拍
動
に
、
リ
ズ
ム
の
不
具
合
が
起
き
る
「
不
整
脈
」。
こ
れ
は
、「
脳
梗

塞
」
の
発
症
と
深
く
関
係
し
、
し
か
も
自
覚
症
状
が
乏
し
い
厄
介
な
心
臓
の
病
気

で
す
。
今
回
は
、
日
頃
か
ら
自
分
で
実
施
で
き
る
予
防
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

「心房細動」で
血栓が形成
「心房細動」で
血栓を形成

血栓が移動

脳へ脳へ

血栓

脳血管が詰まり
「脳梗塞」へ

不整脈と脳梗塞の関係

内視鏡検査の担当・反町仁一医師

倉田 篤 院長
大和成和病院

 ☎︎046-278-3911

取
材
協
力寒

い
冬
と
大
動
脈（
血
管
）の
深
い
関
係

大
和
成
和
病
院 

倉
田 

篤 

院
長

〜
内
視
鏡
担
当
医
が
語
る
〜

ピ
ロ
リ
菌
感
染
者
の
胃
が
ん
リ
ス
ク 

除
菌
後
も
50
倍

取
材
協
力
／
さ
が
み
野
中
央
病
院 

反
町
仁
一 

医
師

循
環
器
専
門
・
大
和
成
和
病
院
で
実
施

不
整
脈
治
療
に「カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
心
臓
病

実
は
脳
の
病
気
と
深
い
関
係
が
あ
る「
不
整
脈
」
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今月のイチオシ

Recruit Information

夢、広がる。
仕事、見つかる。
私、頑張る。

パート正社員

正 パ綾瀬市

正社員
パート

給与 　 月給（経験１０年例） 　 時給

綾瀬厚生病院

時 間

待 遇

応 募

H P

２９２，２００円　   １，５００円～
 ２４４，６００円　   １，２００円～
   ２１３，４００円　   １，１００円～
　 ２０４，０００円　   １，０００円～
　  ２４４，５００円

A
  B
   C
     D　　
      E

看護系

事務系

A看護師  B准看護師  C看護補助

D  医療事務  E総務課

年間休日１２１日＋夏休み３日！医療費補助あり！

応
募
先

〒２５２-１１０７
 神奈川県綾瀬市深谷中１‒４‒１６

 ☎０４６７（７７）５１１１
綾瀬厚生病院

　 ８：３０～１７：３０　　応相談（８：３０～１７：３０）
社会保険完備、交通費支給、夜勤手当、ユニフォーム貸与、保育所あり、マイカー通勤可、
送迎バスあり、社員食堂、資格取得制度、退職金など（一部 　のみ）
まずは各担当宛にお電話ください。 　　　 南／木村　　   古川
http://www.fureai-g.or.jp/ayase-hp/

　 ８：３０～１７：３０　　応相談（８：３０～１７：３０）
社会保険完備、交通費支給、夜勤手当、ユニフォーム貸与、保育所あり、マイカー通勤可、
送迎バスあり、社員食堂、資格取得制度、退職金など（一部 　のみ）
まずは各担当宛にお電話ください。 　　　 南・木村    　   古川
http://www.fureai-g.or.jp/ayase-hp/

A・B・C D・E

大 募 集

HPから
エントリーも
可能です！

国
家
資
格
を
も
つ
理
学
療
法
士
が
、

専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
楽
し
く
実
施

す
。同
じ
１
階
の
別
の
部
分
に
は
、

病
院
（
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ

ル
）
の
診
察
室
・
検
査
室
・
手
術

室
・
透
析
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

２
階
の
全
フ
ロ
ア
は
、
当
ホ
ー

ム
の
居
室
に
な
っ
て
お
り
、
１
階

受
付
を
通
さ
ず
に
は
出
入
り
が
で

き
な
い
よ
う
に
、
安
全
を
確
保
し

て
お
り
ま
す
。

　

３
・
４
階
の
全
フ
ロ
ア
は
、
病

院
の
入
院
病
棟
（
ベ
ッ
ト
数
１
９

９
床
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
の
特

徴
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
医
療
面
で
の
強
力
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
活
か
し
、
入
居
前
に

面
談
・
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
は
お
元
気
な
「
自
立
」

の
方
か
ら
、
す
で
に
介
護
が
必
要

な
方
、
認
知
症
や
医
療
行
為
（
人

工
透
析
／
胃
ろ
う
／
在
宅
酸
素
な

ど
）
を
と
も
な
う
方
な
ど
、
幅
広

い
ご
入
居
者
さ
ま
に
、
真
心
を
込

め
た
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。
併

設
病
院
か
ら
は
、理
学
療
法
士（
Ｐ

Ｔ
）
や
作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）
が

来
館
し
、
毎
回
楽
し
い
「
集
団
リ

ハ
ビ
リ
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
で
の
“
潤
い
”
も

大
切
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
体
操
／

コ
ー
ラ
ス
／
生
け
花
／
映
画
鑑
賞

／
囲
碁
／
麻
雀
な
ど
）
も
多
く
、

館
内
だ
け
で
な
く
、
買
い
物
や
食

事
な
ど
の
「
外
出
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
も
大
人
気
で
す
。

　

実
際
に
ご
覧
い
た
だ
く
と
、

ホ
ー
ム
で
の
生
活
を
実
感
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
見
学
に
是
非

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

当
ホ
ー
ム
の
ご
入
居
者
さ
ま
以
外

に
も
、
通
院
や
ご
入
院
の
患
者
さ

ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ご
高
齢
の
方
の
中
に
は
、
加
齢

に
よ
っ
て
定
期
的
な
通
院
に
大
き

な
負
担
を
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
も

お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
に
と
っ
て

当
ホ
ー
ム
な
ら
、
階
下
の
「
ふ
れ

あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
診
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
必
要
に
応

じ
て
ホ
ー
ム
の
担
当
医
が
居
室
で

往
診
も
し
て
く
れ
ま
す
。

　

緊
急
時
や
夜
間
の
対
応
な
ど
も

含
め
た
総
合
的
な
高
齢
者
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
、
医
療

は
必
須
で
す
の
で
、
開
設
当
初
か

ら
、
病
院
を
併
設
し
た
老
人
ホ
ー

ム
と
し
て
「
シ
ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス

町
田
」
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
４
階
建
て
の
構
造

（
何
階
に
何
が
あ
る
の
か
）
を
簡

単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
１
階
に
は
当
ホ
ー
ム
（
シ

ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
）
の
受
付

や
事
務
室
の
ほ
か
、
ご
入
居
者
さ

ま
専
用
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
シ

ニ
ア
レ
ジ
デ
ン
ス
町
田
」
は
、
地

域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
」（
医
療
法
人
社
団
康
心
会
）

を
併
設
し
て
い
ま
す
。
担
当
者
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
な
ぜ
、
地
域
病
院
が
併
設

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
ご
入
居
者
さ
ま
の
利
便
性

に
加
え
、
地
元
の
方
々
へ
医
療
を

通
し
た
地
域
貢
献
の
た
め
で
す
。

　

当
ホ
ー
ム
の
経
営
母
体
は
医
療

グ
ル
ー
プ（
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
）

で
す
の
で
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
・
教
育
に
わ
た
る
連
携
が
特
色

で
す
。「
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
も
グ
ル
ー
プ
病
院
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
が
、
当
ホ
ー
ム
専
用

の
医
療
機
関
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
る
一
般
的
な
地
域
病
院
で
す
。

　

○
…
「
診
察
で
は
、
笑
顔
で
挨

拶
を
し
て
、
目
を
見
て
お
話
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
電

子
カ
ル
テ
化
し
て
い
く
中
で
、
ど

う
し
て
も
医
師
は
パ
ソ
コ
ン
画
面

に
時
間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

診
察
は
あ
く
ま
で
“
人
”
で
す
の

で
、
た
だ
医
学
的
な
見
地
で
判
断

す
る
の
で
は
な
く
、
表
情
や
お
話

の
仕
方
な
ど
、
一
つ
一
つ
の
変
化

を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
は
、
目
と

目
を
合
わ
せ
て
話
す
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。
診
察
室

に
入
っ
て
き
た
時
の
フ
ァ
ー
ス

ト
・
イ
ン
パ
ク
ト
は
特
に
集
中
し
、

患
者
が
全
て
女
性
の
診
療
科
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
、
気
遣
う
姿
勢

を
も
っ
て
い
る
医
師
で
す
。

　

○
…
綾
瀬
厚
生
病
院
に
着
任
し

た
の
は
２
０
１
４
年
春
。
き
っ
か

け
は
、
母
校
・
東
海
大
学
医
学
部

卒
業
の
先
輩
医
師
（
産
婦
人
科
部

長
・
宮
本
壮
医
師
、
渡
邉
未
央
医

師
）
か
ら
の
誘
い
で
、「
学
ん
だ

技
術
な
ど
の
根
本
的
な
共
通
認
識

が
先
輩
医
師
と
同
じ
土
台
な
の

で
、
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
、

患
者
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
環
境
を

作
れ
て
い
る
実
感
は
、
大
き
な
喜

び
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
同
大
の
付
属
病
院
で
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
、
綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
主

に
産
科
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す

（
水
・
金
・
土
曜
日
の
全
て
午
前

／
土
曜
日
は
隔
週
）。「
病
院
と
い

う
と
身
構
え
緊
張
さ
れ
る
方
が
多

い
の
で
す
が
、
な
る
べ
く
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
妊
婦
健
診
や
分
娩
に
の

ぞ
め
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
一

つ
に
、
出
身
が
関
西
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
会
話
が
進
ん
で
い
く
と
、

関
西
弁
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
、
ま
だ
隠
し
き
れ
て
い
ま
す
け

ど
」
と
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

○
…
「
特
に
、
胎
児
エ
コ
ー
の

診
察
に
は
お
時
間
を
と
り
、
お
一

人
お
ひ
と
り
に
、
安
心
感
と
喜
び

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
胎
児
疾
患
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
、
適
切
な
対
応
を
迅
速
に

行
な
い
、
約
10
カ
月
間
に
わ
た
っ

て
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、
力
強
く

語
り
ま
し
た
。

菊池 公孝 医師
 （きくち きみたか）　　　　

綾瀬厚生病院
【産婦人科】

日本産科婦人科学会 専門医

  「
安
心
感
」と「
万
全
な
準
備
」で

　
　
　
　
　
10
カ
月
間
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト

こ
の「
人
」に
聞
く

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬大橋
入口 45

HERE

綾瀬
市役所

綾瀬市深谷中１‐４‐１６

月外来 火 水 木 金 土

Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｍ

産科産科

婦人科婦人科

産科産科

婦人科婦人科

産科産科

婦人科婦人科

産科産科

婦人科婦人科

婦人科婦人科

産科産科

婦人科婦人科

産科産科

婦人科婦人科

産科産科

婦人科婦人科

綾瀬厚生病院 　　  　  0467‐71‐5885産婦人科
直通 ☎ も

の
、
生
理
不
順
、
腹
部
膨
満
な

ど
の
「
ち
ょ
っ
と
し
た
不
快
感
」

で
も
、
こ
の
サ
イ
ン
が
重
病
（
が

ん
な
ど
）の
早
期
発
見
に
と
っ
て
、

と
て
も
重
要
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
入
院
治
療
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
同
院
な
ら
専
門
の
独
立
棟

で
の
療
養
に
な
る
の
で
、
安
心
感

を
抱
く
人
が
多
い
で
す
。

　

女
性
特
有
の
症
状
や
心
配
事
は

一
度
、
同
院
へ
ご
相
談
を
。

希
望
や
意
思
を
確
認
し
な
が
ら
寄

り
添
い
、
乳
児
の
尿
の
状
況
や
体

重
の
増
減
な
ど
を
毎
日
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
新
マ
マ
一
人
ひ
と
り
に

合
っ
た
“
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
授

乳
方
針
”
を
考
え
て
い
る
こ
と
も

特
徴
で
す
。

　

産
科
病
棟
の
看
護
師
（
全
員

「
助
産
師
」
資
格
を
保
有
）
は
「
赤

ち
ゃ
ん
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
授

乳
に
よ
っ
て
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
が

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
で
、
よ
り

良
い
心
の
安
定
を
図
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。
同
院
は
「
母

児
同
室
」
を
基
本
方
針
と
し
て

い
ま
す
。

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
で

　

ま
た
、「
婦
人
科
」
と
い
う
と
、

気
構
え
て
し
ま
う
人
も
多
い
で

す
が
、
同
院
に
は
産
婦
人
科
病

棟
の
目
の
前
（
正
面
入
口
か
ら

見
た
ら
裏
手
）
に
も
駐
車
場
が

あ
る
の
は
、
女
性
に
と
っ
て
嬉

し
い
こ
と
。
不
正
出
血
や
お
り

き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
」
と

菊
池
医
師
は
続
け
ま
す
。

分
娩
に
専
念
で
き
る
空
間

　

同
院
に
は
、
病
室
や
分
娩
室
の

ほ
か
、「
陣
痛
室
」
も
備
わ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
数
は
４
室
！
周
囲

に
気
を
遣
う
こ
と
な
く
、
落
ち
着

い
て
出
産
に
集
中
で
き
る
環
境
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
同
院
の
「
産
婦

人
科
棟
」
は
、
一
般
病
棟
・
外
来

棟
と
は
別
の
独
立
し
た
出
入
口
を

設
け
て
い
る
の
で
、
感
染
防
止
と

い
う
衛
生
面
だ
け
で
な
く
、
女
性

の
気
持
ち
を
考
え
て
、
快
適
に
通

院
・
面
会
し
や
す
い
病
院
で
す
。

母
児
同
室
で
授
乳
も
安
心

　

出
産
後
の
ベ
ッ
ド
で
も
、
実
際

に
母
親
と
な
っ
た
「
新
マ
マ
」
の

の
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
５
２
０
０
件
に
上
る
分
娩
実
績

が
あ
り
ま
す
。

10
年
の
実
績
と
信
頼

　

安
全
な
出
産
と
温
か
い
看

護
に
よ
っ
て
、
親
子
二
代
で

出
産
す
る
人
も
多
い
と
い
う

同
院
。
菊
池
公
孝
医
師
は
、

「
毎
月
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん

が
誕
生
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。「
現
在
は
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
や
、
産
前
・

産
後
の
ケ
ア
に
も
力
を
入

れ
、
よ
り
安
心
し
て
出
産
で

　

綾
瀬
厚
生
病
院
の
「
産
婦
人

科
」
は
、
２
０
０
９
年
の
開
設
以

来
、
10
年
に
及
ぶ
継
続
的
な
分
娩

　

綾
瀬
市
内
で
唯
一
の
分
娩
病
院
で
あ
る
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」

＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
産
婦
人
科
・
菊
池
公
孝
医
師
を

紹
介
＝
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
新
生
児
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
季
節
行
事
も

楽
し
め
る（
写
真
は
納
涼
祭
）

●事前申込み制（先着20名）
●種類別の老人ホームの特徴や費用
●施設選びで見ておくべきポイント
●セミナーの講師は介護の現場をよく知る専門家  など

対象：高齢者・中高年・その家族

内 容

無料セミナー

相模原市民会館
第２小会議室
JR「相模原駅」南口から徒歩約20分、
または路線バス（約10分）でバス停「市民会館前」下車

11／17（日）
13時30分～15時 16

相模原駅
相模原署前

南口

相模原
市役所ココ

シニアレジデンス町田 　  0120-86-6534申込み

安心できる老人ホームの選び方安心できる老人ホームの選び方

ＩＣセキュリティも導入されている
（上・産婦人科棟外観、右・エントランス）

シニアレジデンス町田

グループ連携で
高齢者医療に安心感
随時見学可能 お電話で申込みを

綾
瀬
厚
生
病
院
「
陣
痛
室
」「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
授
乳
方
針
」

　
“
新
マ
マ・
フ
ァ
ー
ス
ト
”で
安
心
の
分
娩
へ

2



多
い
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
「
成
和
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
で
は
、
４
種
類
の
が
ん
検
診

に
お
い
て
、
全
て
予
約
は
不
要
で

す
（
注
・
胃
が
ん
検
診
の
内
視
鏡

検
査
ま
た
は
バ
リ
ウ
ム
検
査
は
、

後
日
に
予
約
を
と
る
制
度
）。
ア

ク
セ
ス
が
良
く
、
駐
車
場
も
無
料

で
利
用
で
き
ま
す
。

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
安
心
感

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
小
回
り
の

効
く
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
診
療
所
）」

で
あ
り
な
が
ら
、
入
院
・
透
析
の

設
備
を
有
し
て
お
り
、
幅
広
い
専

門
科
（
内
科
／
循
環
器
内
科
／
腎

臓
内
科
／
消
化
器
内
科
／
消
化
器

外
科
／
整
形
外
科
／
泌
尿
器
科
）

と
、
そ
の
各
専
門
医
に
よ
る
診
察

を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
心
臓
手
術
な
ど
に
実

績
を
も
つ
循
環
器
専
門
の
「
大
和

成
和
病
院
」
や
、「
さ
が
み
野
中

央
病
院
」、「
綾
瀬
厚
生
病
院
」
な

料
金
は
少
な
く
す
み
ま
す
。

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
実
施
し
て
い

る
が
ん
検
診
は
、「
胃
が
ん
」「
肺

が
ん
」「
大
腸
が
ん
」「
前
立
腺
が

ん
」
の
４
種
類
で
す
。

予
約
は
不
要
・
駐
車
場
も
無
料

　

各
自
治
体
が
健
康
長
寿
を
目
指

し
て
、「
受
診
券
」
な
ど
を
配
布

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
残
念

な
こ
と
に
日
本
に
お
い
て
は
、
検

診
全
般
に
対
す
る
意
識
が
低
く
、

さ
ら
に
予
約
の
面
倒
さ
や
駐
車
料

金
の
負
担
な
ど
の
理
由
か
ら
、
受

診
を
敬
遠
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

施
し
て
い
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
利
用
で
検
査
を

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
地
域

の
自
治
体
（
大
和
市
・
綾

瀬
市
）
か
ら
該
当
年
齢
の

対
象
者
に
配
布
さ
れ
て
い

る
「
受
診
券
」
ま
た
は

「
受
診
ク
ー
ポ
ン
」
＝
上

参
照
＝
を
使
っ
て
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
を
利
用
す
る

と
、
検
査
料
の
一
部
を
自

治
体
が
負
担
し
て
く
れ
る

の
で
、
実
質
的
に
支
払
う

　
「
旧
２
４
６
号
」
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
る
大
和
市
の
幹
線
道
路

沿
い
に
あ
る「
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

で
は
、
４
種
類
の
が
ん
検
診
を
実

　
「
が
ん
検
診
」
は
お
済
み
で
す
か
？
該
当
年
齢
で
、
大
和
市
や
綾
瀬
市
な
ど
の
自
治

体
か
ら
受
診
券
が
届
い
て
い
る
人
は
、
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
指
定
医
療

機
関
で
「
が
ん
検
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
期
限
前
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

師
が
直
接
訪
問
し
、
医
師
の
指
示

の
も
と
で
看
護
ケ
ア
を
実
施
す
る

【
④
成
和
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
】
が
あ
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
４

つ
の
介
護
事
業
を
運
営
し
て
い
る

こ
と
が
、
大
き
な
特
徴
で
す
」

医
療
連
携
に
自
信
あ
り

　
（
小
林
さ
ん
）「
地
域
の
ご
利
用

者
さ
ま
や
ご
家
族
さ
ま
の
お
手
間

の
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
４

つ
の
事
業
を
展
開
し
、
全
ス
タ
ッ

透
析
や
胃
ろ
う
を
続
け
て
い
る
方

で
『
受
け
入
れ
施
設
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
』
と
い
う
方
で
も
、

当
施
設
な
ら
ご
入
所
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
ご
自
宅
で
生
活
し
て

い
る
ご
高
齢
者
が
、
通
い
で
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
の
日
帰
り
サ
ー
ビ
ス
を

お
受
け
い
た
だ
く
【
②
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
】も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
は
他
の
施
設
で
同
じ

よ
う
に
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
当
施
設
で
は
こ
ち
ら

に
加
え
て
、
専
属
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
、
介
護
を
必
要
と
し
て

い
る
方
に
対
し
て
、
各
種
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
を
代
行
す
る

【
③
せ
い
わ
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
】
と
、
ご
自
宅
な
ど
の
お
住

ま
い
に
、
国
家
資
格
を
も
つ
看
護

閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
、
環
境
に

も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
老
健
は
、
大
和
市
内
で
２

番
目
に
開
設
（
１
９
９
６
年
）
さ

れ
た
こ
と
で
長
く
培
っ
て
き
た
経

験
を
活
か
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
・
訪
問
看
護
ま
で

　

ス
タ
ッ
フ
の
小
林
淳
一

さ
ん
の
お
話
を
紹
介
し
ま

す
。「
当
施
設
（
成
和
ナ
ー

シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
）
は
、
介

護
保
険
が
適
用
さ
れ
る
方

が
ご
入
所
し
、
介
護
・
リ

ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
い
た
だ
く
【
①
入
所
部

門
】
が
あ
り
ま
す
。
病
院

か
ら
の
ご
退
院
後
、
人
工

　
「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」

は
、
神
奈
川
県
の
中
央
部
・
大
和

市
に
あ
る
「
介
護
老
人
保
健
施
設

（
通
称
・
老
健
）」
で
す
。
大
和
市

の
中
で
も
特
に
自
然
が
豊
か
で
、

受診券番号

受診券番号

市町村番号 000000

生年月日

氏 名
●●がん検診 クーポン券

有効期限 　　　      年　
　月 　　日

受診券番号

受診券番号

市町村番号 000000

生年月日

氏 名

●●がん検診 クーポン券
有効期限 　　　      年　　月 　　日

●●●市役所
がん検診 クーポン券在中

重 要 料金後納
郵便

茅ケ崎駅
1ココ

新湘南バイパス茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿３９０
☎0467-86-6011
http://www.chigakan.ac.jp

問
合
せ

バス停「辻東」徒歩5分

みんなが行きやすい
　　　　　からの説明会

11/18（月）～12/6（金）必着

実際に教わる教員（授業の先生）から、「看護体験」を受けられます

願書受付推薦入試〈第２回〉
社会人入試〈第２回〉

茅ヶ崎看護専門学校

入試説明会
受験を検討中の方、必見！「基礎学力試験」「面接」のポイントを解説！

12／20  16：00～18：00金

詳しくは

学校説明会

大好評！平日夕方平日夕方

12／11 16：00～18：00

Com
e

        
 visi
t♪

入学試験のお知らせ

水

12 
　　14（土）

試
験
日

よ
っ
て
、
通
常
課
業
中
の
学
校
の

雰
囲
気
も
体
感
で
き
る
絶
好
の
機

会
と
な
り
、
週
末
の
説
明
会
に
参

加
し
て
い
る
人
に
も
好
評
で
す
。

　
「
学
校
説
明
会
」
で
は
、
授
業

や
学
校
生
活
に
つ
い
て
教
員
に
直

接
相
談
で
き
た
り
、「
入
試
説
明

会
」
で
は
、
試
験
や
面
接
の
ポ
イ

ン
ト
が
聞
け
ま
す
。

　

詳
細
は
、
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学

校
へ
お
電
話
で
ご
確
認
を
。

　
「
専
門
学
校
に
興
味
が
あ
る
け

れ
ど
、
部
活
や
仕
事
で
説
明
会
に

行
け
な
い
」「
説
明
会
は
い
つ
も

土
日
で
、
親
と
一
緒
に
参
加
で
き

な
い
」
な
ど
、
悩
ん
で
い
る
人
に

朗
報
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
茅
ケ
崎
駅
が
最
寄
り
の

「
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
」
で
は
、

平
日
の
夕
方
か
ら
、
各
種
説
明
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
人

が
来
校
し
や
す
い
平
日
の
開
催
に

JR茅ケ崎駅から徒歩１8分
茅ケ崎駅

1ココ
新湘南バイパスふれあい医療福祉研修センター

神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
（茅ヶ崎リハビリテーション専門学校別館）
☎0467-84-0576

問
合
せ

20名
〈11月２5日（月）までの申込み先着順〉

60,000円
（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修  通信制

定 員 受講料

０４６７ｰ８４ｰ5９６６

所定の申込書（HPからダウンロード）にご記入の上、
次のいずれかの方法でご送付ください。
または、HP入力フォームからお申し込みください。
FAX 

fureai-kensyu@fureai-g.or.jpメール
〒２５３‒００６１
茅ヶ崎市南湖１-６-１１ 茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内
学校法人 湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

郵送

2019年11月28日（木）～2020年3月26日（木）
茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館3階「演習室」にて
上記期間中の計17日間〈週１回ペース〉

就職時のキャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特 典

スクーリング

申
込
み

家
庭
で
の
介
護
に
役
立
て
る
た
め

や
、
将
来
の
在
宅
介
護
に
向
け
て

取
得
す
る
人
が
多
く
、
通
信
形
式

な
の
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
び
や

す
い
こ
と
も
人
気
で
す
。
研
修
期

間
は
約
４
カ
月
で
、
ス
ク
ー
リ
ン

グ
は
計
17
日
間
で
す
み
ま
す
。

　

就
職
時
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

制
度
や
ペ
ア
割
な
ど
の
特
典
も
あ

る
の
で
、
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
や
介
護
、
福
祉
に
関
す
る

研
修
や
講
座
で
多
く
の
実
績
を
も

つ
「
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
介
護
の
基
本
知

識
か
ら
応
用
技
術
ま
で
を
学
ぶ

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
介

護
の
入
門
的
資
格
で
、
介
護
職
を

希
望
し
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、

湘南医療大学
横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
☎045-821-0111
http://sums.ac.jp

横浜新道

西口
東戸塚駅

ココ
問
合
せ

JR東戸塚駅から徒歩１2分

●学修内容の展示発表
●各学科の紹介・発表
●模擬店・サークルステージ など

１０：００～ 公開講座
「１００歳まで脳を元気に」

１４：００～ 大学説明会
湘南医療大学の魅力を解説！

【講師】
寺本明副学長
（脳神経外科専門医）

入学希望者は
是非ご参加を!

各種イベントが盛りだくさん！

11／23   11：00～16：00

～日頃の感謝を心に秘めて～
人との繋がり人との繋がり

土・祝

第５回大学祭
湘南医療大学

公
開
講
座
「
１
０
０
歳
ま
で
脳
を

元
気
に
」
を
開
催
！
講
師
は
、
湘

南
医
療
大
学
の
副
学
長
兼
保
健
医

療
学
部
長
の
寺
本
明
医
師
。
教
壇

と
医
療
現
場
に
立
つ
現
役
の
脳
神

経
外
科
専
門
医
で
す
。

　

ま
た
、
14
時
か
ら
は
、
湘
南
医

療
大
学
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
「
大

学
説
明
会
」
も
開
か
れ
る
の
で
、

同
大
の
受
験
を
目
指
す
人
は
、
是

非
ご
参
加
を
！

　

11
月
23
日
㈯
㈷
は
、
湘
南
医
療

大
学
の
「
大
学
祭
」
開
催
日
で
す
。

第
５
回
目
と
な
る
今
年
は
「
人
と

の
繋
が
り
～
日
頃
の
感
謝
を
心
に

秘
め
て
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

学
修
内
容
の
展
示
や
、
各
専
門
学

科
に
よ
る
発
表
の
ほ
か
、
サ
ー
ク

ル
の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
模
擬
店
、
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
同
日
10
時
か
ら
は
、

医療ビジネス
観光福祉専門学校
▪医療ビジネス学科
   〈医療経営専攻〉〈医療情報管理専攻〉
▪介護福祉学科
▪観光学科
   〈ホテル・ブライダル専攻〉〈トラベル・交通専攻〉

11月30日　
１０：００～１２：3０

土 相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042-744-9711
http://www.mbsi.ac.jp

▼ホームページから２４時間資料請求可能（無料）          
医療ビジネス観光福祉専門学校

JR町田駅

小田急線
町田駅

JR町田駅徒歩1分！

２０２０年度 入学願書を受付中２０２０年度 入学願書を受付中
医療事務・IT・介護福祉・ホテル・ブライダルなどに
興味がある人は是非、出願を！

模擬授業つき模擬授業つき

ココ

11月9日　・11月16日　
　  12月14日　
　   １０：００～１２：００

11月9日　・11月16日　
　  12月14日　
　   １０：００～１２：3０

土

土

土

オープンキャンパスオープンキャンパス
個別相談会個別相談会

ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子

南
林
間
駅
鶴
間

小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

十一条
通り

ココ
大和成和
病院
大和成和
病院

中央林間駅

50

医療法人社団公仁会
介護老人保健施設
成和ナーシング
プラザ

大和市南林間9-8-9

ど
の
多
く
の
グ
ル
ー
プ
病
院
が
神

奈
川
・
東
京
・
静
岡
に
あ
り
、
大

学
病
院
と
の
連
携
も
あ
り
ま
す
。

受
診
は
今
が
お
す
す
め

　

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ

は
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
が
ん
検
診
は
、受
診
券
や
ク
ー

ポ
ン
の
期
限
が
迫
っ
て
き
ま
す
と

毎
年
、
混
雑
し
ま
す
。
特
に
、
胃

が
ん
検
診
の
『
内
視
鏡
検
査
』
や

『
バ
リ
ウ
ム
検
査
』
は
受
付
後
に

検
査
日
を
ご
予
約
い
た
だ
く
検
診

で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

今
の
時
期
で
し
た
ら
、
混
み
具

合
も
比
較
的
落
ち
着
い
て
お
り
ま

す
の
で
、受
診
に
お
す
す
め
で
す
。

　

初
め
て
ご
受
診
、
ま
た
は
ご
来

院
さ
れ
る
方
も
、
当
ス
タ
ッ
フ
が

丁
寧
に
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
」。　
　
　
　
　

   〈
取
材
協
力
〉

■
成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
和
市
西
鶴
間
５
の
３
４
８
８
の
７

☎
０
４
６・２
６
４・３
９
１
１

自
治
体
か
ら
該
当
者
に
受
診
券
が
配
ら
れ
て

い
る
　
　
　（
注
・
イ
ラ
ス
ト
は
イ
メ
ー
ジ
）

フ
で
丁
寧
に
対
応
し
て
、
よ

り
良
い
内
容
を
提
供
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
隣
接
し
て

い
る
循
環
器
専
門
の
大
和
成

和
病
院
を
は
じ
め
、
成
和
ク

リ
ニ
ッ
ク
や
、
さ
が
み
野
中

央
病
院
な
ど
、多
く
の
グ
ル
ー

プ
医
療
機
関
が
近
隣
に
あ
り

ま
す
の
で
、
医
療
と
介
護
の

連
携
・
緊
急
時
の
対
応
な
ど

に
自
信
が
あ
り
ま
す
。

　

各
ご
要
望
や
状
況
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
案
い
た
し
ま
す
の

で
、
介
護
に
つ
い
て
お
困
り
事
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
当

施
設
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ

☎
０
４
６・２
７
２・１
５
１
５

療
法
士
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
訓
練
を
実
施

社
会
人
・
家
族
も
参
加
し
や
す
い

平
日
夕
方
の
説
明
会
が
大
好
評

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

ペ
ア
割
な
ど
特
典
あ
り

締
切
迫
る
！「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

大
学
祭
・
公
開
講
座
・
説
明
会
な
ど
め
じ
ろ
押
し

11
／
23
は「
本
校
で
充
実
の
１
日
を
！
」

湘
南
医
療
大
学

予
約
不
要
！
ク
ー
ポ
ン
で
受
け
る「
が
ん
検
診
」

成
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

  
４
つ
の
介
護
事
業
で
地
域
を
支
え
る

    
介
護
老
人
保
健
施
設「
成
和
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
」
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医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

海老名駅､長後駅､さがみ野駅､
相模大塚駅､かしわ台駅より路線バス

綾瀬
市役所

市立図書館

早川

東名高速道路

綾瀬厚生
病院

45

城山公園

綾瀬大橋
入口 

11月28日（木）14：00～15：00日 時

会 場 綾瀬厚生病院 産婦人科棟 4階 多目的室

　人間の便（うんち）は、体から発信される
“大事なお知らせ”です。では、便は何から
できているのかご存知ですか？今回は、
便と腸内環境の関係や、良い便を出す
ための食事などについて、管理栄養士
がわかりやすくお話します。

講 

師

綾瀬厚生病院

中林 千里管理栄養士

桑原 典子管理栄養士

「うんち」と腸内の話 ～便通と腸内環境・　　　　     栄養と運動・食事のとり方～

毎月開催 次回は…
内科
上杉成人 医師

講
師
講
師

12月18日（水）
14：00～15：00

医学講座 参加無料参加無料

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

痛い！帯状疱疹ってな～に？ ～専門医からの提言～

11月21日（木）14：00～15：00日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
皮膚科

松浦 佳奈 医師

　帯状疱疹は、加齢にともない発症リスク
は高まります。見た目は、よくある「赤い発
疹」と似ていることもあり、他の疾患との判
別が難しい皮膚の病気です。専門の医師
の話を聞き、帯状疱疹の特徴や治療につ
いて、勉強しましょう。

たいじょうほうしん

毎月開催 次回は１２月下旬に開催（予定）
講師講師 内容はホームページ等で掲載 医師

スキンケアの注意点

ふれあい町田ホスピタル
☎ ０４２-７９８-１１２１

＊症状・状態によって異なりますので、ご注意ください。

高齢者版 ー入浴編ー

●熱すぎるお湯は避けましょう。
●なるべく長湯をしない
   ようにしましょう。
●石鹸が使用できる場合、
   皮膚の脂を取り除きすぎ
   ないように過度の洗浄は
   やめましょう。
●ナイロンタオルなどで
   起きる物理的な皮膚摩擦
   に注意しましょう。
●入浴後に皮膚が
   少し湿った時に、保湿剤を
   塗ると効果的です。

で
す
が
、
皮
膚
疾
患
は
全
て
塗
り

薬
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
そ
う
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば「
じ
ん
ま
し
ん
」

の
か
ゆ
み
に
は
、
内
服
薬
（
飲
み

薬
）
を
処
方
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
す
。
か
ゆ
み
に
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
、
疥か
い
せ
ん癬

や
痒よ
う
し
ん疹

の
ほ
か
、

白は
く
せ
ん癬

や
カ
ン
ジ
ダ
な
ど
の
真
菌

（
カ
ビ
）
感
染
に
よ
る
も
の
も
あ

り
、
診
断
に
応
じ
た
治
療
で
は
じ

め
て
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　
Ｑ
．「
で
き
も
の
に
は
、
病
院

で
も
ら
っ
た
薬
を
と
り
あ
え
ず

塗
っ
て
お
け
ば
い
い
や
」
と
い
う

も
の
で
は
な
い
の
で
す
ね
？

　

Ａ
．
は
い
、
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
、
か
ゆ
み
が
あ
る
場
合
の
ス
キ

ン
ケ
ア
で
、
ご
高
齢
の
方
に
ご
注

意
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
、
い
く

つ
か
ご
ざ
い
ま
す
＝
上
表
参
照
。

　
「
掻
痒
」
の
多
く
は
、
適
切
な

ス
キ
ン
ケ
ア
で
緩
和
が
可
能
で
す

が
、
改
善
し
な
い
場
合
は
、
迷
わ

ず
当
院
（
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ

タ
ル
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
は
い
。
冬
に
多
い
「
皮
脂

欠
乏
性
湿
疹
」
は
、「
老
人
性
乾

皮
症
」が
元
々
あ
り
、そ
れ
を
ひ
っ

か
く
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

保
湿
剤
を
適
切
に
使
用
す
れ
ば

ほ
と
ん
ど
が
軽
快
し
ま
す
が
、
悪

化
し
て
「
湿
疹
」
に
な
る
と
、
そ

の
た
め
の
別
の
薬
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
新
た
な
疾
患
を
併
発
し
な

い
た
め
に
も
、
冬
の
ス
キ
ン
ケ
ア

は
特
に
大
切
な
の
で
す
。

　
Ｑ
．
皮
膚
科
に
行
く
と
、
塗
り

薬
を
処
方
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

　
Ｑ
．
高
齢
者
に
多
い「そ
う
よ
う
掻
痒
症し
ょ
う」

と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で
す
か
？

　

Ａ
．「
掻そ
う
よ
う痒

」
と
は
、
か
ゆ
み

の
こ
と
で
す
。
か
ゆ
み
は
、
皮
膚

の
表
面
に
分
布
し
て
い
る
神
経
が

脳
に
伝
わ
っ
て
発
生
し
ま
す
。「
掻

痒
症
」は
、皮
膚
に
発
疹
や
目
立
っ

た
異
常
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

か
ゆ
み
が
出
る
病
気
で
す
。
具
体

的
に
は
、
高
齢
者
で
は
「
湿
疹
」

や
「
皮
膚
炎
」
が
多
い
で
す
。

　
Ｑ
．
乾
燥
す
る
季
節
と
か
ゆ
み

に
は
、
関
係
性
が
あ
り
ま
す
か
？

　

高
齢
者
の
か
ゆ
み
に
つ
い
て
、
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス

ピ
タ
ル
（
東
京
都
町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８
）
の

皮
膚
科
・
松
浦
佳
奈
医
師
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

①
洗
浄
・
清
潔

　
…
皮
膚
か
ら
刺
激
物
・
異
物
・

　
　
感
染
源
を
取
り
除
く

②
保
湿

　
…
角
質
層
の
水
分
を
保
持
、
ま

　
　
た
は
皮
膚
の
浸
軟（
ふ
や
け
）

　
　
を
取
り
除
く

③
保
護

　
…
刺
激
物
・
異
物
・
感
染
源
を

　
　
遮
断
、
お
よ
び
光
熱
や
物
理

　
　
的
な
刺
激
を
低
減
す
る

促
進
が
重
要
で
す
。
ス
キ
ン
ケ
ア

で
大
事
な
三
要
素
を
あ
げ
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
汗
や
皮
脂
の

分
泌
が
減
少
し
、
皮
膚
の
バ
リ
ア

機
能
が
下
が
り
、
乾
燥
に
よ
っ
て

か
ゆ
み
を
生
じ
ま
す
。
加
齢
は
新

陳
代
謝
も
低
下
さ
せ
る
の
で
、
皮

膚
が
薄
く
な
っ
て
弾
力
性
が
下
が

り
、
傷
が
で
き
や
す
く
、
さ
ら
に

治
り
に
く
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
脆
弱
な
皮
膚
に

は
、ス
キ
ン
ケ
ア
で
の
健
康
維
持
・

な
ケ
ア
を
必
要
な
時
に
、
必
要
な

方
へ
提
供
す
る
』
と
い
う
方
針
の

も
と
に
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。
病

気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、
ご
高
齢

の
方
に
対
し
て
は
、
住
み
慣
れ
た

ご
自
宅
で
そ
の
方
ら
し
い
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
お
子
さ
ま
に
対

し
て
は
、
ご
家
庭
で
少
し
で
も
多

く
の
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け

る
よ
う
に
と
、
ご
利
用
者
さ
ま
ご

と
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
本
人
さ
ま
・
ご
家
族
さ
ま
の

意
思
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
尊
重

し
た
“
真
心
の
看
護
”
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
綾
瀬
市
内
の
多
く
の

方
が
地
元
で
安
心
し
た
療
養
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、『
あ
や
せ
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
の
訪
問

看
護
師
は
、
確
か
な
技
術
と
知
識

を
も
っ
て
、
ご
自
宅
へ
お
伺
い
し

て
お
り
ま
す
」。（
取
材
協
力
／
あ

や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

ス
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
を
、『
患

者
さ
ま
』
で
あ
る
前
に
『
ご
自
身

の
人
生
を
主
体
的
に
送
ら
れ
る
一

個
人
さ
ま
』
と
し
て
尊
重
し
、
在

宅
療
養
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
病
気
の
予
防
か
ら
看
取
り
ま

で
を
支
え
、
24
時
間
３
６
５
日
に

わ
た
っ
て
、
ご
利
用
者
さ
ま
と
ご

家
族
さ
ま
が
安
心
し
て
在
宅
生
活

を
続
け
て
い
く
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
」

新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

　
（
続
く
）「
私
た
ち
は
、『
必
要

て
い
た
の
に
、
今
で
は
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
』
と
い
う
場

合
や
、『
ず
っ
と
住
ん
で
き
た
自

分
の
家
で
、
い
つ
も

の
生
活
を
送
り
な
が

ら
人
生
の
最
期
を
迎

え
た
い
』
と
お
思
い

の
方
は
、
当
事
業
所

の
あ
や
せ
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
訪
問
看
護

師
は
、
看
護
サ
ー
ビ

　
（
訪
問
看
護
師
よ
り
）「
病
気
や

抱
え
て
い
る
障
害
に
よ
っ
て
、『
こ

れ
ま
で
は
何
の
苦
労
も
な
く
で
き

　

自
宅
で
療
養
生
活
を
送
る
人
に
、
適
切
な
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
「
訪
問
看

護
」。
今
回
は
そ
の
事
業
所
「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
所
属
す
る

訪
問
看
護
師
の
お
話
と
、
訪
問
看
護
の
内
容
や
モ
ッ
ト
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

床
ず
れ
の
治
療
で
は
、
次
の
よ

う
な
内
容
が
施
さ
れ
ま
す
。

▽
軟
膏
薬
の
処
方
▽
毎
日
の
処

置
▽
重
圧
の
か
か
る
場
所
を
分

散
す
る
寝
具
の
使
用
▽
定
期
的

な
姿
勢
の
変
換
▽
栄
養
不
足
を

補
う
食
品
の
摂
取 

な
ど

　

こ
れ
ら
は
、
適
切
な
使
用
・
処

置
を
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
効

果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
医
師
を
は

じ
め
、
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
療
法

士
な
ど
の
医
療
関
係
者
に
き
ち
ん

と
相
談
し
た
上
で
、
正
し
い
指
示

を
仰
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
床
ず
れ
は
、
移
動
が

困
難
な
人
に
で
き
や
す
い
も
の
な

の
で
、
医
療
関
係
者
が
自
宅
に
訪

問
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問

看
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
十
分
に

活
用
し
て
、「
訪
問
看
護
師
」
な

ど
に
個
々
の
状
態
を
相
談
す
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
い
る
場
合
は
、
訪
問

看
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
対
応
し

て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

意
に
も
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
か
ら
の

医
療
協
力
が
不
可
欠
に
な
り
ま

す
。

発
生
し
や
す
い
部
分

　

床
ず
れ
は
、
骨
の
出
っ
張
っ
て

い
る
部
分
で
あ
る
〈
か
か
と
〉
や

〈
お
し
り
〉
な
ど
に
特
に
で
き
や

す
く
、
身
体
の
栄
養
状
態
も
関

わ
っ
て
き
ま
す
。
栄
養
不
足
の
状

態
が
続
く
と
、
床
ず
れ
は
容
易
に

で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

治
す
た
め
に
必
要
な
こ
と

定
の
条
件
が
そ
ろ
う
と
、
寝
た
き

り
で
な
く
て
も
発
生
し
ま
す
。

　

一
度
で
き
て
し
ま
う
と
、
そ
う

簡
単
に
は
治
せ
な
い
も
の
な
の

で
、
予
防
が
第
一
で
す
が
、
不
本

「
寝
た
き
り
」
だ
け
じ
ゃ
な
い

　
「
床
ず
れ
」
と
聞
く
と
、
寝
た

き
り
の
人
だ
け
に
で
き
る
も
の
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
、
一

　

床
ず
れ
（
褥
じ
ょ
く
そ
う

瘡
）
は
、
寝
た
き
り
や
車
椅
子
な
ど
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
同
じ

姿
勢
で
い
る
人
に
で
き
ま
す
。
改
善
に
は
、
エ
ア
マ
ッ
ト
な
ど
で
体
の
圧
迫
や
皮

膚
の
ず
れ
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
保
湿
や
栄
養
の
状
態
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
老
化
に
と
も
な
う
身

体
機
能
の
低
下
や
、
生
活
習
慣
の

状
況
に
よ
っ
て
は
、
日
常
的
に
ス

キ
ン
ケ
ア
を
行
な
う
こ
と
が
難
し

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
は
、
多
種
多

様
に
存
在
す
る
「
ス
キ
ン
ケ
ア
用

品
」
な
ど
を
活
用
し
て
み
る
こ
と

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

皮
膚
の
健
康
維
持
・
促
進
の
た

め
に
は
、
無
理
な
く
自
分
が
継
続

で
き
る
よ
う
な
選
択
肢
を
、
柔
軟

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

あおむけ【寝たきり など】
床ずれ（褥瘡）に注意！

じょくそう

着座【車椅子 など】

かかと
おしり

肩

頭

かかと おしり 肘 肩 頭

（ベッド・車椅子など）

骨

真皮
表皮 角質層

脂
肪

筋
肉

血
管

圧

圧

床ずれ
が発生

主な訪問対象

あやせ訪問看護ステーション
☎0467（78）1132
●かかりつけ医から在宅療養のために必要性を認められた方
●脳梗塞後遺症（寝たきりなど）でリハビリが必要な方
●認知症や難病を患っている方
●がんなどの病気で終末期の緩和ケアをご希望の方

●かかりつけ医から在宅療養のために必要性を認められた方
●脳梗塞後遺症（寝たきりなど）でリハビリが必要な方
●認知症や難病を患っている方
●がんなどの病気で終末期の緩和ケアをご希望の方

訪問看護師

お気軽にご相談くださいお気軽にご相談ください

〜
皮
膚
科
担
当
医
が
答
え
ま
す
〜

高
齢
者
の「
か
ゆ
み
」に
は
ス
キ
ン
ケ
ア
を

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

今
す
ぐ
に
で
き
る「
肌
の
健
康
維
持
」対
策

あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
確
か
な
技
術
と
知
識
を
も
っ
て
訪
問
し
ま
す
」

綾
瀬
市
内
の
在
宅
療
養
を
総
合
サ
ポ
ー
ト

簡
単
に
考
え
な
い
で
！「
床
ず
れ
」の
処
置

正
し
い
方
法
で
や
っ
と
効
果
が
表
れ
る
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